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ビジネス学部　カリキュラムマップ【 DP1～5 ver.】

科目区分 科目コード 科目名称 到達目標

(1)幅広い教養  ： ビジネスの諸
課題を多角的に捉えるための幅
広い教養を身につけている。
（幅広い教養）

(2)ビジネスの基礎知識　：「経
営」、「マーケティング」、「経
済」、「会計」分野の基礎的な知
識を身につけている。（ビジネス
の基礎知識）

(3) 専門性・課題発見解決能力  
： 「経営」、「マーケティング」、
「経済」、「会計」のうちの特定の
分野に関して知識を深めたうえ
で、課題を発見し、解決すること
に意欲を持ち、そのための能力
を身につけている。（専門性・課
題発見解決能力）

(4)情報の分析とマネジメント  ： 
ビジネスで必要になる定性・定
量情報の分析・マネジメント能
力を身につけている。（情報の
分析とマネジメント  ）

(5)リーダーシップ  ： 身につけた
ビジネスに関する知識・分析力
を、他者との協働の中で、発揮
することができる。（リーダーシッ
プ）

自立・自活のため
の基礎科目 1000101 基礎ゼミナール

①�学における「学修」の意味を理解し、 �学�として、そして共��として知って
おくべきこと、�覚しておくべきことなど、学 ��活に関する�構えやルールにつ
いて学び、ルールに基づいて �動できるようになる。
②�らのキャリアを�据え、有意義で創造的な �学�活を送るための学修計画
を�ら�てられるようになる。
③図書館や学内システムの利 ��法、演習、実験を�うための基礎的知識な
ど、�学で学ぶための基本的な学修技法を �に付け、活�できるようになる。
④共�ならではのリーダーシップとは何かを理解し、その重要性、有効性を把
握する。また�学�活を通して、共�リーダーシップがどのように �められるのか
を意識でき具体的な計画を �てられる。

〇 〇 〇 〇 〇

自立・自活のため
の基礎科目 1000102 論理的思考・文章表現

①�章を書くための基本的知識や技能を習得し、実践できるようになる。
②論理的思考法の意義や �法を理解し、それを資料分析や着想、論理構成に
応�できるようになる。
③資料を正しく読解・分析し、 �分の意�を論理的な�章で表現できるようにな
る。

〇 〇 〇 〇 〇

自立・自活のため
の基礎科目 1000105 ライフキャリアと自己実現

・大学でのキャリア教育や生涯学び続けることの重要性を理解し、それをふま
えて自分の価値観や人生の目標を文章として明確に表現することができる。
・「共立リーダーシップ」の考え方を理解し、自分自身の経験や社会の一員とし
て目指すべき姿と関連づけて、自分の言葉で説明することができる。
・女性を取り巻く社会の現状や解決すべき課題について、意識調査や実態
データなどを参照して自ら調べ、多面的に理解することができる。
・将来に向けての中長期的な目標や行動計画を立案することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

自立・自活のため
の基礎科目 1000107 課題解決のためのリーダーシップ入門

・共立リーダーシップを踏まえ、自分らしいリーダーシップを発揮し、協働活動
の質を高めることができる。
・課題の内容を把握し、具体的かつ適切な問題設定や分析、解決する提案を
行えるようになる。
・グループワークを円滑に進めるためにタスクの設定、分担、スケジュールを立
案すると共に、グループ内で十分なコミュニケーションをとることができるように
なる。
・グループメンバーの様々な意見・考え方を理解し、建設的な相互フィードバッ
クとフィードバックに基づく振り返りができるようになり、リーダーシップ開発の
基本サイクルが身についている。
・プレゼンテーション手法を学び、聞き手に主旨がつたわり、説得力のあるプレ
ゼンテーションができるようになる。

〇 〇 〇 〇 〇

情報リテラシー 1000205 データサイエンスとICTの基礎

以下に挙げる概念等を深く理解するとともに，基礎的なデータ分析の結果を活
�できる能�を�に付けている。
① 社会におけるデータ・ AI利活�
② �学・短期�学におけるデータ・ AI利活�
③ データリテラシー  … 統計の各種技法
④ データリテラシー  … データの集計と分析
⑤ コンピュータシステムとコンピュータネットワーク

〇 〇 〇 〇 〇

情報リテラシー 1000202 情報処理

・スプレッドシートソフトウェアの基本的な使 ��法を理解し，応�的な計算や
整った表作成ができる。
・ワードプロセッサを使 �してさまざまなレポートや論 �の作成ができる。
・プレゼンテーションソフトウェアを使 �して，プレゼンテーションの内容に合った
効果的なプレゼンテーション資料を作成できる。
・スプレッドシートソフトウェアを使 �して，基本的のみならず応 �的なデータの
集計や分析，表現ができる。

〇 〇 〇 〇 〇

情報リテラシー 1000207 情報の分析と活用
・スプレッドシートを用いた実践的な情報分析を行うことができる。
・分析したデータの解釈ができる。
・統計学の基礎的な知識と技能を身につけ，活用することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

情報リテラシー 1000208 データエンジニアリングとプログラミング基礎

・データ駆動型社会においてデータサイエンスを学ぶことの意義を理解できる。
・分析目的に応じ、適切なデータ分析 �法、データ可視化�法を選択できる。
・データを可視化し、意味合いを導出することができる。
・データを活�した�連のプロセスを体験し、データ利活 �の流れ（進め�）を理
解できる。
・データを収集・処理・蓄積するための技術の概要を理解できる。
・コンピュータでデータを扱うためのデータ表現の基礎を理解できる。
・データベースから必要なデータを抽出し、データ分析のためのデータセットを
作成できる。
・データ処理に必要な数理的知識およびプログラミングの基本を理解できる。

〇 〇 〇 〇 〇

情報リテラシー 1000209 AIの基礎と応用

・AI のこれまでの変遷、各段階における代表的な成果物や技術背景を理解で
きる。
・今後、AI が社会に受け入れられるために考慮すべき論点を理解できる。
・自らの専門分野に AI を応用する際に求められるモラルや倫理について理解
できる。
・機械学習 (教師あり学習、教師なし学習 )、深層学習、強化学習の基本的な概
念を理解できる。
・AI 技術(学習、認識、予測・判断、知識・言語 )を活用し、課題解決につなげる
ことができる。
・複数のAI 技術が組み合わされた AI サービス  システムの例を説明できる。

〇 〇 〇 〇 〇

情報リテラシー 1000210 課題解決のためのデータエンジニアリング

・データサイエンス・データエンジニアリングの基礎的な知識とスキルを用いて
分析することができる。
・分析した内容を効果的に発信することができる。
・プレゼンテーションソフトウェアを用いた実践的でわかりやすい資料を作成で
きる。
・ 産業界の実情を深く理解し，それにふさわしい分析および資料作成ができ
る。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000601 英語コミュニケーションⅠ(Basic)
・基礎的なレベルの英語を正確に聞き取り、解釈することができる。
・基礎的なレベルのコミュニケーションで英語で正確に表現することができる。
・基礎的なレベルのコミュニケーションに必要な語彙を �分に習得し、正確に使
�することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000602 英語コミュニケーションⅠ(Intermediate)

・�常英会話レベルの英語を正確に聞き取り、解釈することができる。
・�常英会話レベルのコミュニケーションで英語で正確に表現することができ
る。
・�常英会話レベルのコミュニケーションに必要な語彙を �分に習得し、正確に
使�することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000603 英語コミュニケーションⅠ(High-Intermediate)

・�常英会話レベルの英語を正確に聞き取り、解釈することができる。
・�常英会話レベルのコミュニケーションで英語で正確に表現することができ
る。
・�常英会話レベルのコミュニケーションに必要な語彙を �分に習得し、正確に
使�することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000604 英語コミュニケーションⅠ(Advanced)
・特定のトピックに関する英語を正確に聞き取り、解釈することができる。
・特定のトピックに関して、英語で正確に、持続的に表現することができる。
・特定のトピックに関する会話に必要な語彙を �分に習得し、正確に使 �するこ
とができる。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000605 英語コミュニケーションⅡ(Basic)
・基礎的なレベルの英語を正確に聞き取り、解釈することができる。
・基礎的なレベルのコミュニケーションで英語で正確に表現することができる。
・基礎的なレベルのコミュニケーションに必要な語彙を �分に習得し、正確に使
�することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000606 英語コミュニケーションⅡ(Intermediate)

・�常英会話レベルの英語を正確に聞き取り、解釈することができる。
・�常英会話レベルのコミュニケーションで英語で正確に表現することができ
る。
・�常英会話レベルのコミュニケーションに必要な語彙を �分に習得し、正確に
使�することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000607 英語コミュニケーションⅡ(High-Intermediate)

・�常英会話レベルの英語を正確に聞き取り、解釈することができる。
・�常英会話レベルのコミュニケーションで英語で正確に表現することができ
る。
・�常英会話レベルのコミュニケーションに必要な語彙を �分に習得し、正確に
使�することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000608 英語コミュニケーションⅡ(Advanced)
・特定のトピックに関する英語を正確に聞き取り、解釈することができる。
・特定のトピックに関して、英語で正確に、持続的に表現することができる。
・特定のトピックに関する会話に必要な語彙を �分に習得し、正確に使 �するこ
とができる。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000609 英語コミュニケーションⅢ(Basic)

・�常英会話レベルの英語を正確に聞き取り、解釈することができる。
・�常英会話レベルのコミュニケーションで英語で正確に表現することができ
る。
・�常英会話レベルのコミュニケーションに必要な語彙を �分に習得し、正確に
使�することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000610 英語コミュニケーションⅢ(Intermediate)
・特定のトピックに関する英語を正確に聞き取り、解釈することができる。
・特定のトピックに関して、英語で正確に、持続的に表現することができる。
・特定のトピックに関する会話に必要な語彙を �分に習得し、正確に使 �するこ
とができる。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000611 英語コミュニケーションⅢ(High-Intermediate)
・特定のトピックに関する英語を正確に聞き取り、解釈することができる。
・特定のトピックに関して、英語で正確に、持続的に表現することができる。
・特定のトピックに関する会話に必要な語彙を �分に習得し、正確に使 �するこ
とができる。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000612 英語コミュニケーションⅢ(Advanced)
・専�的な内容の英語を正確に聞き取り、解釈することができる。
・専�的な内容の議論で、英語で正確に、持続的に表現することができる。
・専�的な内容の議論に必要な語彙を �分に習得し、正確に使 �することができ
る。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000613 英語コミュニケーションⅣ(Basic)

・�常英会話レベルの英語を正確に聞き取り、解釈することができる。
・�常英会話レベルのコミュニケーションで英語で正確に表現することができ
る。
・�常英会話レベルのコミュニケーションに必要な語彙を �分に習得し、正確に
使�することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000614 英語コミュニケーションⅣ(Intermediate)
・特定のトピックに関する英語を正確に聞き取り、解釈することができる。
・特定のトピックに関して、英語で正確に、持続的に表現することができる。
・特定のトピックに関する会話に必要な語彙を �分に習得し、正確に使 �するこ
とができる。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000615 英語コミュニケーションⅣ(High-Intermediate)
・特定のトピックに関する英語を正確に聞き取り、解釈することができる。
・特定のトピックに関して、英語で正確に、持続的に表現することができる。
・特定のトピックに関する会話に必要な語彙を �分に習得し、正確に使 �するこ
とができる。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000616 英語コミュニケーションⅣ(Advanced)
・専�的な内容の英語を正確に聞き取り、解釈することができる。
・専�的な内容の議論で、英語で正確に、持続的に表現することができる。
・専�的な内容の議論に必要な語彙を �分に習得し、正確に使 �することができ
る。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000617 英語コミュニケーションⅤ(High-Intermediate)
・専�的な内容の英語を正確に聞き取り、解釈することができる。
・専�的な内容の議論で、英語で正確に、持続的に表現することができる。
・専�的な内容の議論に必要な語彙を �分に習得し、正確に使 �することができ
る。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000618 英語コミュニケーションⅤ(Advanced)

・�度に専�的な内容の英語を正確に聞き取り、解釈することができる。
・�度に専�的な内容の議論で、英語で正確に、持続的に表現することができ
る。
・�度に専�的な内容の議論に必要な語彙を �分に習得し、正確に使 �すること
ができる。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000619 英語コミュニケーションⅥ(High-Intermediate)
・専�的な内容の英語を正確に聞き取り、解釈することができる。
・専�的な内容の議論で、英語で正確に、持続的に表現することができる。
・専�的な内容の議論に必要な語彙を �分に習得し、正確に使 �することができ
る。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000620 英語コミュニケーションⅥ(Advanced)

・�度に専�的な内容の英語を正確に聞き取り、解釈することができる。
・�度に専�的な内容の議論で、英語で正確に、持続的に表現することができ
る。
・�度に専�的な内容の議論に必要な語彙を �分に習得し、正確に使 �すること
ができる。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000621 TOEICⅠ(Basic)
TOEIC 400点レベルの
・会話やナレーションを正確に聞き取ることができる。
・英�を正確に理解できる。
・�法や語彙の知識が �分に�についており、使�できる。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000622 TOEICⅠ(Intermediate)
TOEIC 500点レベル（企業が新 �社員に期待するレベルの英語 �）の
・会話やナレーションを正確に聞き取ることができる。
・英�を正確に理解できる。
・�法や語彙の知識が �分に�についており、使�できる。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000623 TOEICⅠ(High-Intermediate)
TOEIC 500点レベル（企業が新 �社員に期待するレベルの英語 �）の
・会話やナレーションを正確に聞き取ることができる。
・英�を正確に理解できる。
・�法や語彙の知識が �分に�についており、使�できる。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000624 TOEICⅠ(Advanced)
TOEIC 600点レベル（上場企業の �般社員に求められるレベルの英語 �）の
・会話やナレーションを正確に聞き取ることができる。
・英�を正確に理解できる。
・�法や語彙の知識が �分に�についており、使�できる。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000625 TOEICⅡ(Basic)
TOEIC 500点レベル（企業が新 �社員に期待するレベルの英語 �）の
・会話やナレーションを正確に聞き取ることができる。
・英�を正確に理解できる。
・�法や語彙の知識が �分に�についており、使�できる。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000626 TOEICⅡ(Intermediate)
TOEIC 600点レベル（上場企業の �般社員に求められるレベルの英語 �）の
・会話やナレーションを正確に聞き取ることができる。
・英�を正確に理解できる。
・�法や語彙の知識が �分に�についており、使�できる。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000627 TOEICⅡ(High-Intermediate)
TOEIC 600点レベル（上場企業の �般社員に求められるレベルの英語 �）の
・会話やナレーションを正確に聞き取ることができる。
・英�を正確に理解できる。
・�法や語彙の知識が �分に�についており、使�できる。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000628 TOEICⅡ(Advanced)
TOEIC 700点レベル（海外部�で働くことができるレベルの英語 �）の
・会話やナレーションを正確に聞き取ることができる。
・英�を正確に理解できる。
・�法や語彙の知識が �分に�についており、使�できる。

〇 〇 〇 〇 〇
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英語 1000629 TOEICⅢ(High-Intermediate)
TOEIC 700点レベル（海外部�で働くことができるレベルの英語 �）の
・会話やナレーションを正確に聞き取ることができる。
・英�を正確に理解できる。
・�法や語彙の知識が �分に�についており、使�できる。

〇 〇 〇 〇 〇

英語 1000630 TOEICⅢ(Advanced)
TOEIC 800点レベル（海外赴任や英語での会議ができるレベル）の
・会話やナレーションを正確に聞き取ることができる。
・英�を正確に理解できる。
・�法や語彙の知識が �分に�についており、使�できる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000641 フランス語Ⅰ

１．フランス語の発 �の仕組みや特徴を理解し、その運 �に習熟することができ
る。
２．フランス語の�字表記の仕組みや特徴を理解し、その運 �に習熟することが
できる。
３．フランス語の基礎的な語彙の発 �・表記・意味・�法を理解し、その運 �に習
熟することができる。
４．フランス語の基礎的な �法や構�を理解し、その運�に習熟することができ
る。
５．フランス語圏の �化に関する初歩的な事象について的確に説明することが
できる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000642 フランス語Ⅱ

１．フランス語の初級レベルの語彙の発 �・表記・意味・�法を理解し、その運 �
に習熟することができる。
２．フランス語の初級レベルの �法や構�を体系的に理解し、その運 �に習熟
することができる。
３．フランス語圏の �化に関する基本的な事象について正確に説明することが
できる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000643 フランス語Ⅲ

１．フランス語の初級から中級レベルの語彙の発 �・表記・意味・�法を理解し、
その実践的な運�に習熟することができる。
２．フランス語の中級レベルの �法や構�を理解し、その実践的な運 �に習熟す
ることができる。
３．フランス語圏の �化に関する�般的な事象について、 ��の�化とも�較しな
がら、正確に説明することができる。
4. グループワークでは他者とよく協 �することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000644 フランス語Ⅳ

１．フランス語の中級レベルの語彙の発 �・表記・意味・�法を理解し、その実践
的な運�に習熟することができる。
２．フランス語の中級レベルの �法や構�を理解し、その実践的な運 �に習熟す
ることができる。
３．フランス語圏の �化に関する�般的な事象について、 ��の�化とも�較しな
がら、正確に説明することができる。
4. グループワークでは他者とよく協 �することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000645 中国語Ⅰ

１．中国語の発�の仕組みや特徴を理解し、その運 �に習熟することができる。
２．中国語の�字表記の仕組みや特徴を理解し、その運 �に習熟することがで
きる。
３．中国語の基礎的な語彙の発 �・表記・意味・�法を理解し、その運 �に習熟
することができる。
４．中国語の基礎的な �法や構�を理解し、その運�に習熟することができる。
５．中国語圏の�化に関する初歩的な事象について正確に説明することができ
る。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000646 中国語Ⅱ

１．中国語の初級レベルの語彙の発 �・表記・意味・�法を理解し、その運 �に
習熟することができる。
２．中国語の初級レベルの �法や構�を体系的に理解し、その運 �に習熟する
ことができる。
３．中国語圏の�化に関する基本的な事象について正確に説明することができ
る。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000647 中国語Ⅲ

１．中国語の初級から中級レベルの語彙の発 �・表記・意味・�法を理解し、そ
の実践的な運�に習熟することができる。
２．中国語の中級レベルの �法や構�を理解し、その実践的な運 �に習熟する
ことができる。
３．中国語圏の�化に関する�般的な事象について、 ��の�化とも�較しなが
ら、正確に説明することができる。
4. グループワークでは他者とよく協 �することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000648 中国語Ⅳ

１．中国語の中級レベルの語彙の発 �・表記・意味・�法を理解し、その実践的
な運�に習熟することができる。
２．中国語の中級レベルの �法や構�を理解し、その実践的な運 �に習熟する
ことができる。
３．中国語圏の�化に関する�般的な事象について、 ��の�化とも�較しなが
ら、正確に説明することができる。
4. グループワークでは他者とよく協 �することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000649 ドイツ語Ⅰ

１．ドイツ語の発�の仕組みや特徴を理解し、その運 �に習熟することができ
る。
２．ドイツ語の�字表記の仕組みや特徴を理解し、その運 �に習熟することがで
きる。
３．ドイツ語の基礎的な語彙の発 �・表記・意味・�法を理解し、その運 �に習熟
することができる。
４．ドイツ語の基礎的な �法や構�を理解し、その運�に習熟することができる。
５．ドイツ語圏の�化に関する初歩的な事象について的確に説明することがで
きる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000650 ドイツ語Ⅱ

１．ドイツ語の初級レベルの語彙の発 �・表記・意味・�法を理解し、その運 �に
習熟することができる。
２．ドイツ語の初級レベルの �法や構�を体系的に理解し、その運 �に習熟する
ことができる。
３．ドイツ語圏の�化に関する基本的な事象について正確に説明することがで
きる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000651 ドイツ語Ⅲ

１．ドイツ語の初級から中級レベルの語彙の発 �・表記・意味・�法を理解し、そ
の実践的な運�に習熟することができる。
２．ドイツ語の中級レベルの �法や構�を理解し、その実践的な運 �に習熟する
ことができる。
３．ドイツ語圏の�化に関する�般的な事象について、 ��の�化とも�較しなが
ら、正確に説明することができる。
4. グループワークでは他者とよく協 �することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000652 ドイツ語Ⅳ

１．ドイツ語の中級レベルの語彙の発 �・表記・意味・�法を理解し、その実践的
な運�に習熟することができる。
２．ドイツ語の中級レベルの �法や構�を理解し、その実践的な運 �に習熟する
ことができる。
３．ドイツ語圏の�化に関する�般的な事象について、 ��の�化とも�較しなが
ら、正確に説明することができる。
4. グループワークでは他者とよく協 �することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000653 コリア語Ⅰ

１．コリア語の発�の仕組みや特徴を理解することができる。
 ２．コリア語の�字表記の仕組みや特徴を理解することができる。
 ３．コリア語の基礎的な語彙の発 �・表記・意味・�法を理解することができる。
 ４．コリア語の基礎的な �法や構�を理解することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000654 コリア語Ⅱ

１．コリア語の発�の仕組みや特徴を理解し、その運 �に習熟することができ
る。
 ２．コリア語の�字表記の仕組みや特徴を理解し、その運 �に習熟することが
できる。
 ３．コリア語の基礎的な語彙の発 �・表記・意味・�法を理解し、その運 �に習
熟することができる。
 ４．コリア語の基礎的な �法や構�を理解し、その運�に習熟することができ
る。
 ５．コリア語圏の�化に関する初歩的な事象について正確に説明することがで
きる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000655 コリア語Ⅲ

１．コリア語の基礎的な語彙の発 �・表記・意味・�法を理解し、その実践的な
運�を�うことができる。
 ２．コリア語の基礎的な �法や構�を理解し、その実践的な運 �を�うことがで
きる。
 ３．コリア語圏の�化に関する�般的な事象について、概略を説明することがで
きる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000656 コリア語Ⅳ

１．コリア語の基礎的な語彙の発 �・表記・意味・�法を理解し、その実践的な
運�に習熟することができる。
 ２．コリア語の基礎的な �法や構�を理解し、その実践的な運 �に習熟すること
ができる。
 ３．コリア語圏の�化に関する�般的な事象について、 ��の�化とも�較しな
がら、正確に説明することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000657 スペイン語Ⅰ

 １．スペイン語の発 �の仕組みや特徴を理解することができる。
 ２．スペイン語の�字表記の仕組みや特徴を理解することができる。
 ３．スペイン語の基礎的な語彙の発 �・表記・意味・�法を理解することができ
る。
 ４．スペイン語の基礎的な �法や構�を理解することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000658 スペイン語Ⅱ

１．スペイン語の発 �の仕組みや特徴を理解し、その運 �に習熟することができ
る。
 ２．スペイン語の�字表記の仕組みや特徴を理解し、その運 �に習熟すること
ができる。
 ３．スペイン語の基礎的な語彙の発 �・表記・意味・�法を理解し、その運 �に
習熟することができる。
 ４．スペイン語の基礎的な �法や構�を理解し、その運�に習熟することができ
る。
 ５．スペイン語圏の �化に関する初歩的な事象について正確に説明することが
できる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000659 スペイン語Ⅲ

１．スペイン語の基礎的な語彙の発 �・表記・意味・�法を理解し、その実践的
な運�を�うことができる。
 ２．スペイン語の基礎的な �法や構�を理解し、その実践的な運 �を�うことが
できる。
 ３．スペイン語圏の �化に関する�般的な事象について、概略を説明すること
ができる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000660 スペイン語Ⅳ

１．スペイン語の基礎的な語彙の発 �・表記・意味・�法を理解し、その実践的
な運�に習熟することができる。
 ２．スペイン語の基礎的な �法や構�を理解し、その実践的な運 �に習熟する
ことができる。
 ３．スペイン語圏の �化に関する�般的な事象について、 ��の�化とも�較し
ながら、正確に説明することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000362 イタリア語Ⅰ

１．イタリア語の発 �の仕組みや特徴を理解することができる。
 ２．イタリア語の�字表記の仕組みや特徴を理解することができる。
 ３．イタリア語の基礎的な語彙の発 �・表記・意味・�法を理解することができ
る。
 ４．イタリア語の基礎的な �法や構�を理解することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000363 イタリア語Ⅱ

１．イタリア語の発 �の仕組みや特徴を理解し、その運 �に習熟することができ
る。
 ２．イタリア語の�字表記の仕組みや特徴を理解し、その運 �に習熟すること
ができる。
 ３．イタリア語の基礎的な語彙の発 �・表記・意味・�法を理解し、その運 �に習
熟することができる。
 ４．イタリア語の基礎的な �法や構�を理解し、その運�に習熟することができ
る。
 ５．イタリア語圏の �化に関する初歩的な事象について正確に説明することが
できる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000372 アラビア語Ⅰ

１．アラビア語の発 �の仕組みや特徴を理解することができる。
２．アラビア語の�字表記の仕組みや特徴を理解することができる。
３．アラビア語の基礎的な語彙の発 �・表記・意味・�法を理解することができ
る。
４．アラビア語の基礎的な �法や構�を理解することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000373 アラビア語Ⅱ

１．アラビア語の発 �の仕組みや特徴を理解し、その運 �に習熟することができ
る。
 ２．アラビア語の�字表記の仕組みや特徴を理解し、その運 �に習熟すること
ができる。
 ３．アラビア語の基礎的な語彙の発 �・表記・意味・�法を理解し、その運 �に
習熟することができる。
 ４．アラビア語の基礎的な �法や構�を理解し、その運�に習熟することができ
る。
 ５．アラビア語圏の �化に関する初歩的な事象について正確に説明することが
できる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000383 基礎日本語Ⅰ（留学生対象） 上級レベルの語彙や �法、表現などを理解するとともに、それらを運 �しなが
ら、専�書を読む準備段階としての読解が �分にできる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000384 基礎日本語Ⅱ（留学生対象）
話しことばと書きことばの違いを理解し、論理的な �章に特有な表現を �いた
り、段落構成を考えたりしながら、レポートや論 �作成に必要な�章表現が�分
にできる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000385 応用日本語Ⅰ（留学生対象） 講義の聴き�やノートのとり�、情報収集の�法など、講義や演習などの学習
場�において必要となるスキルの運 �が�分にできる。

〇 〇 〇 〇 〇

初習外国語 1000386 応用日本語Ⅱ（留学生対象）
１．�頭発表やレポート作成のためのスキルを �分に運�することができる。
２．キャンパス内外での円滑なコミュニケーション（挨拶や質問の仕 �、メールの
書き�など）に必要なスキルを �分に運�することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

人間を理解するた
めの教養 1000411 日本の歴史を学ぶ 講義の内容を�分に理解し、取り上げられた �本史の歴史的事象のうち、基本

的な事柄について �分に説明することができる。
〇 〇 〇 〇 〇

人間を理解するた
めの教養 1000412 世界の歴史を学ぶ

・世界の歴史が、各地域で独 �して存在しているのではなく、相互の結びつき
の中で形成されていることを �分に理解し、解釈できるようになる。
・それぞれの時代における世界の各地域の結びつき �（結びつける要因）につ
いて、具体的に説明することができる。
・それぞれの時代の各地域の状況について、その概要を正確に説明すること
ができる。
・現在のグローバル化を歴史的な背景から具体的に解釈することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

人間を理解するた
めの教養 1000413 人間と地理を学ぶ

・�間活動の地理的分布についての様々なテーマを的確に設定し，その特徴を
��地理学的に理解できる。
・地形図などの地図に表現された内容から、授業で扱うテーマに関する情報を
抽出し具体的に説明できる。
・地図やグラフなどから抽出した情報を、地理学の専 ��語を�いて具体的に説
明できる。

〇 〇 〇 〇 〇



3

人間を理解するた
めの教養 1000414 文学をひらく

１）授業で取り上げられた �学作品を、表現に即して理解し、創造的・発展的に
解釈することができる。また、その内容を、 �分��の�葉で明確に表現できる
ようになる。
２）授業で取り上げられた �学作品の鑑賞を通じて、 �学表現の特質や多様性
について知り、またそれらを、 �学作品の背景にある歴史的・社会的なコンテク
ストと結びつけて考えることができるようになる。
３）�学作品に表現された深い �間理解を通じて、�々の�活における��や他
者、さらには社会のありようを �つめ直す視点が持てるようになる。

〇 〇 〇 〇 〇

人間を理解するた
めの教養 1000415 芸術をひらく

・美術・�楽・演劇などを芸術として成り �たせている社会的な枠組みや、創造
の過程、受容のされ �といった芸術をめぐる問題のあり �について正確に説明
できるようになる。
・価値観の多様性への視点を �につけた上で、みずから問いを �て、芸術につ
いての考え�を�いて深く考察することができるようになる。
・授業で得た知識・考え �を、他分野への興味や理解を深めるために適切に応
�することができるようになる。

〇 〇 〇 〇 〇

人間を理解するた
めの教養 1000416 哲学とは何か

1.�間に関する関係主義的理解と実存主義的理解について論理的分析的に
説明できるようになる。
2.�間(社会)の在り�の歴史的変遷について具体例を �しながら説明できるよう
になる。
3.�間の本質に関する現代の代表的哲学説を専 �概念を�いて説明できるよう
になる。
4.現代の�間疎外の本質に関する哲学説を論理的に説明し、 �分の�葉で敷
衍出来るようになる。

〇 〇 〇 〇 〇

人間を理解するた
めの教養 1000417 心理を学ぶ

(1)�理学の基礎的な概念を理論と関連づけて説明できる。
(2)�理学研究の技法を、実践例をふまえて説明できる。
(3)�理学の理論に基づいて �常�活の出来事を分析し考察できる。
(4)�理学の知識を対�関係や�常的なメンタルヘルスの改善に活かそうとする
意欲を、具体的な�標と共に表現できる。

〇 〇 〇 〇 〇

人間を理解するた
めの教養 1000419 自己開発A

・�らの意思による異�化との交流等の活動を通して、積極性が �につき、�分
の��観や世界観を広げることができるようになる。
・活動を通じて、創造的に ��を送るための問題意識や知識をしっかりと �につ
けることができるようになる。

〇 〇 〇 〇 〇

人間を理解するた
めの教養 1000420 自己開発B

・�らの意思による社会活動を通して、積極性が �につき、�分の��観や世界
観を広げることができるようになる。
・活動を通じて、創造的に ��を送るための問題意識や知識をしっかりと �につ
けることができるようになる。

〇 〇 〇 〇 〇

社会を理解するた
めの教養 1000431 法律を学ぶ（日本国憲法）

・法の役割・性質について、講義で学習した様々な �度から説明することができ
る。
・憲法の考え�の基本について、講義で学習した内容を踏まえて説明すること
ができる。
・�本国憲法について、その制定過程・基本原則・憲法の保障する権利と憲法
に定める統治機構の仕組みを説明することができる。
・法と私たちの�活との関わりを理解し、法が形作る社会制度のあり �につい
て、��の考えを�すことができる。

〇 〇 〇 〇 〇

社会を理解するた
めの教養 1000432 法律を学ぶ（概論）

・この授業で扱う「法」の概念や裁判制度に関する知識を修得している。
・この授業で学んだ法解釈の技能に基づいて， �の回りの社会問題・ �活問題
の解決�法を考察することができる。
・社会�活のルールに関�があり、公平な制度・解釈を求めることについて意欲
を有している。

〇 〇 〇 〇 〇

社会を理解するた
めの教養 1000433 政治を学ぶ

１．政治学の基礎概念について、社会科学の �語を�いて正確に説明できる。
２．�本社会における利害や価値をめぐる紛争や対 �の事例を�出し、政治学
の基礎概念を�いて分析することができる。

〇 〇 〇 〇 〇

社会を理解するた
めの教養 1000434 倫理学とは何か

・�間関係のあり�、ものの考え�など倫理のさまざまな問題、また、近代以降
の科学信仰によってもたらされた �間概念の変容について、明確に説明するこ
とができるようになる。
・��や他者をめぐる倫理学の考え �を�につけた上で、みずから問いを �て、
倫理学の発想を�いて深く考察することができるようになる。
・授業で得た知識・考え �を、他分野への興味や理解を深めるために適切に応
�することができるようになる。

〇 〇 〇 〇 〇

社会を理解するた
めの教養 1000435 国際関係を学ぶ

現在の国際秩序に関する概念的な理解を深めるとともに、国際社会における
さまざまな主体や集団、国際的な原則や諸制度の特質、そして国際関係にお
ける暴�と平和や協�の問題について理解できる。
国際関係で起こるさまざまな問題について �分なりに考察できる。

〇 〇 〇 〇 〇

社会を理解するた
めの教養 1000436 地域社会と家族を学ぶ

・現代の家族を取り巻く課題について、独 �の考えを持って説明できる。
・家族および個�・社会との関係やその影響について、客観的な視点で理解で
きる。

〇 〇 〇 〇 〇

社会を理解するた
めの教養 1000437 経済を学ぶ 現実に�本や世界経済で発 �している現象に興味を持ち、学習した理論を応 �

して、�らそれらを解明する能 �を�につけている。
◎ ◎ ◎ 〇 〇

社会を理解するた
めの教養 1000438 社会を学ぶ

・授業を通して得た教養を通して �分の��観や世界観を広げることができるよ
うになる。
・社会学的な問題意識と社会学的 �法論を�いて、現代社会の諸問題がどのよ
うに論じられているかを説明できる。

〇 〇 〇 〇 〇

自然を理解するた
めの教養 1000451 自然と地理を学ぶ

・世界各地の地形、気候、 ��、植�など様々な�然環境の特徴を、�然地理学
の専��語を�いて具体的に説明できる。
・�然環境と�間�活の関係を�分に理解し、�然災害など�然環境の急変に対
応するための�法を主体的に提�できる。
・地形図に記載された情報を �分に理解したうえで、そこに記載された地形、植
�などの�然環境の特徴を具体的に説明できる。

〇 〇 〇 〇 〇

自然を理解するた
めの教養 3500003 ビジネスのための定量分析入門

1. 様々な社会の出来事で得られたデータの分析・解析・考察ができる
2. データから予測ができる
3. �の回りのものから数学を感じるとることができる
4. 数学の理論から応 �化を感じるとることができる
5. 数学の便利さに気づくことができる

◎ ◎ 〇 ◎ 〇

自然を理解するた
めの教養 1000452 数学への招待

1. 様々な社会の出来事で得られたデータの分析・解析・考察ができる
2. データから予測ができる
3. 身の回りのものから数学を感じるとることができる
4. 数学の理論から応用化を感じるとることができる
5. 数学の便利さに気づくことができる

〇 〇 〇 〇 〇

自然を理解するた
めの教養 1000453 生物学への招待

１）�体の構造と機能について、具体的な器官や分 �を例に説明できる。
２）�物の進化について、 �類にいたる�連の流れを説明できる。
３）遺伝�と疾病・�化との関係について、関連遺伝 �を例に説明できる。
４）�間の営みと地球環境との関係について、具体的な事例をもとに説明でき
る。

〇 〇 〇 〇 〇

自然を理解するた
めの教養 1000454 物理学への招待

１）�学・熱学・波動論・電磁気学といった古典物理学の基礎体系を理解し、 �
常�活や学業�活に活�できる。
２）物理学に関する必要な情報を �分で探索・調査し、正しい情報を選んで利 �
できるリテラシーを獲得している。

〇 〇 〇 〇 〇

自然を理解するた
めの教養 1000455 化学への招待

1.授業にほぼ出席し、スライドに書かれたことをノートにとり、スライドに書かれ
ていなくても話の中で重要な点をメモできる。
2.授業内容に関する試験問題に関して、解答例を記憶して正答が書ける。
3.�然科学的な��（�然現象における因果関係の探求）に関して、資料やノー
トを�ながら、説明ができる。

〇 〇 〇 〇 〇

身体と健康を管理
するための教養 1000471 健康スポーツ実習A

・運動に親しむ姿勢を持ち、 �ら積極的に活動する態度を �につけることができ
る。
・�分��の体�や��の健康問題に気づき、それらを改善・向上させるための
改善策を考え、実践することができる。
・学�同�のコミュニケーションを図ることができ、積極的に �間関係を構築する
ための主体的な活動及び協働して学習することができる。
・�常�活を営むために必要な体 �および健康の維持・増進に関する運動の必
要性とその役割を理解できる。
・�涯を通して楽しむことのできる運動やスポーツの技術や知識を理解し、 �に
つけることができる。

〇 〇 〇 〇 〇

身体と健康を管理
するための教養 1000472 健康スポーツ実習B

・�分に合った運動活動において、その運動やスポーツの �化的・社会的背景
が理解できる。
・運動技術や��の体�について、より向上を �指した活動ができる。
・学�同�のコミュニケーションを図ることができ、積極的に �間関係を構築する
ための主体的な活動及び協働して学習することができる。
・�常�活を営むために必要な体 �および��の健康の維持・増進に関する運
動の必要性とその役割を理解できる。
・�涯を通して楽しむことのできる運動やスポーツの技術や知識を理解し、 �に
つけることができる。

〇 〇 〇 〇 〇

キャリアを創造する
ための教養 1000439 企業と社会の仕組み 企業・組織のしくみについて、 �分��の問題として落とし込み、独 �の考えを加

えながら説明できる。
〇 〇 〇 〇 〇

キャリアを創造する
ための教養 1000441 女性の生き方と社会

①�性の社会的地位の歴史とその権利獲得のためのたたかいの歴史を理解
できるようになる。
②�性が直�する社会的課題とその背景について理解できるようになる。
③②を解決するための �法を理解できるようになる。
④①～③を「�分ごと」として認識し、その思考の成果を �頭で発表したり�章に
したりできるようになる。

〇 〇 〇 〇 〇

現代社会の諸課題
の解決 1000536 現代社会の諸課題

・授業によって得た教養を通して自分の人生観や世界観を広げることができる
ようになる。
・創造的に人生を送るための問題意識や関心を持つことができるようになる。
・他者と協働しながら、分析・企画・提案ができるようになる。
・目標達成のために、他者と協力的にコミュニケーションを取り、計画的に行動
することができるようになる。

〇 〇 〇 〇 〇

リーダーシップ開発 1000537 サービス・ラーニング実践演習

・地域社会の諸課題の解決に取り組む学修を通じて、幅広い視野・柔軟な思考
力・物事への理解力を身に付けるとともに、あらゆる物事への問題意識・関心
を持つことができるようになる。
・地域社会の諸課題への取り組みを通じて、その後の学修や自身の社会的役
割について新たな視座を得ることができる。
・社会活動や協働活動を通じて、自ら課題を発見・理解し、発見した課題を適
切に整理・分析、解決に導くことができるようになる。
・目標を明確に掲げチームで共有したうえで、率先して行動し、目標達成のた
めに他者と協働することができるようになる。
・多様なメンバーや地域の方との協働により、他者との相互理解・相互支援を
実践しながら、自身の周囲の人々や物事との関係性を理解し、新たな価値を
創造やよりよい社会を実現しようとする意識を持つことができる。

〇 〇 〇 〇 〇

リーダーシップ開発 1000662 ファシリテーションA

リーダーシップ開発演習 IおよびIIのLA（ラーニングアシスタント）として活動す
る。
 社会に出た際には、自身がプレーヤーとして課題を解決するだけではなく、
様々な立場、役割、権限の中で貢献していくことが求められるため、ファシリ
テーションの基礎を身につけることを目的とする。本科目では、ファシリテーショ
ンとは何か、ファシリテーターの役割とは何かなどファシリテーションの基礎を
理解する。
 授業の支援を通して、履修生の課題解決に貢献するファシリテーション活動を
実践しながら、ファシリテーションの理解を深めると同時に基礎的なファシリ
テーションスキルを修得する。

〇 〇 〇 〇 〇

リーダーシップ開発 1000663 ファシリテーションB

リーダーシップ開発演習 IおよびIIのLA（ラーニングアシスタント）として活動す
る。
  社会に出た際に、ファシリテーターは多様な人々の積極性を引き出し、それぞ
れの視点、考えや発想を活用し、会議や打合せを円滑に進行することが求め
られ、アイデンティティ、モチベーション、能力、価値観等、個々の違いからさま
ざまな課題と向き合うことになる。
 本科目では、ファシリテーションが必要とされる理由を理解し、合意形成、相互
理解のサポート及び組織や参加者の活性化を促進するための知識を身に付
ける。また、授業の支援を通して、履修生の課題解決に貢献するファシリテー
ション活動を実践しながら、ファシリテーションスキルを修得する。

〇 〇 〇 〇 〇

リーダーシップ開発 1000664 ファシリテーションC

リーダーシップ開発演習 IおよびIIのLA（ラーニングアシスタント）として活動す
る。
 本科目では、会議や打合せ、また、課題を解決するために編成するワーキン
グチームやプロジェクト活動等の特徴を学び、実際に社会での会議等で起こり
うる論点のズレ、主張の対立、議論の停滞等に実践すべきファシリテーション
方法に関する知識を身に付ける。そのうえで、授業の支援を通して実践的にス
キルを習得する。
  また、多様な価値観を持つメンバーが目標を達成するために協働できるよう
になるファシリテーションスキルを発揮できることを目指し、他者のリーダーシッ
プを開発する。

〇 〇 〇 〇 〇

リーダーシップ開発 1000665 ファシリテーションD

リーダーシップ開発演習 IおよびIIのLA（ラーニングアシスタント）として活動す
る。
 本科目では、社会に出た際の様々な場面を想定し、他者との関係性を踏ま
え、個性を尊重し、個性を発揮できるファシリテーションスキルを修得する。具
体的には、モチベーションの違いや相互支援の得手不得手が混在するグルー
プに対するアプローチなどを実践的に学ぶ。
  また、チームや組織のメンバーがそれぞれの役割に応じて主体的に動き、責
任をもって最後までやり遂げられるように環境を整えながら支援できるような
ファシリテーションスキルを授業の支援を通して定着させて、他者のリーダー
シップを開発する。

〇 〇 〇 〇 〇

リーダーシップ開発 1000666 サービス・ラーニング・ファシリテーション

「サービス・ラーニング実践演習」を修得した学生が、継続して社会活動に関わ
り、地域社会への貢献に継続的に寄与し、学びをさらに深めるとともに、学修
経験を積んだ立場で、履修学生の活動の支援を行い、地域社会・履修生双方
の課題解決に貢献するファシリテーション活動を実践する。

〇 〇 〇 〇 〇

専門基礎科目 3500002 ビジネス学入門

・ビジネス学部4年間で学修する内容の全体像や「経営」「マーケティング」「経
済」「会計」の各分野を学ぶ目的及び学問体系を理解する。（幅広い教養）◎
・「経営」「マーケティング」「経済」「会計」の各分野とビジネス社会の関連を踏ま
えて、今後、より深く学修したい分野や科目を明確にする。（専門性・課題発見
解決能力  ）◎

◎ 〇

専門基礎科目 3500003 ビジネスのための定量分析入門

・ビジネス学部で学習する「経営」「マーケティング」「経済」「会計」の各分野を
学ぶ際に必要となる定量的分析の知識を身につけている。（幅広い教養）◎
（ビジネスの基礎知識）◎
・定量的データの意味を考察したり、データから得られる情報を目的に応じて
集計したり、視覚化したりすることができる。（情報の分析とマネジメント  ）◎

◎ ◎ ◎

専門基礎科目 3500101 経営基礎 I

・経営学の各分野における基礎知識を習得している。（ビジネスの基礎知識）
◎
・企業の管理の初歩的なツールを理解し、用いることができる。（専門性・課題
発見解決能力）〇
・経営学の基礎的な概念と理論を用いて、企業の実際の活動や企業経営の現
場で起きている諸問題を理解し、表現することができる。（リーダーシップ）◎
・経営学が扱う様々な論点を理解し、これから経営学を学んでいくうえでの関
心を広げていくことができる。（情報の分析とマネジメント  ）〇

◎ 〇 〇 ◎
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専門基礎科目 3500201 マーケティング基礎 I

・マーケティングの基礎的な理論を修得している。（ビジネスの基礎知識）◎
・企業のマーケティング活動を考察したり、顧客の課題解決について表現でき
る。（専門性・課題発見解決能力） ○
・マーケティングの基礎的な理論に基づいて、ケース分析を行うことができる。
（情報の分析とマネジメント  ）○
・組織全体で取り組む事業活動としてのマーケティングに関心を持っている
（リーダーシップ） ○

◎ 〇 〇 〇

専門基礎科目 3500301 ミクロ経済学基礎 I

・この授業では、需要・供給と市場に関する様々な場合の知識を有している。
（ビジネスの基礎知識）◎
・需要と供給、消費者余剰と生産者余剰について分析の技術を身に付ける。
（専門性・課題発見解決能力）◎
・市場に関する知識や分析技能に基づいて、現実の経済における市場の在り
方について考察したり、厚生経済学の基本的考え方を表現したりすることがで
きる。（リーダーシップ）〇
・日本や世界の実際の経済問題について主として需要・供給と市場の観点から
理解と対応について検討する意欲を有する。（情報の分析とマネジメント  ）△

◎ ◎ △ 〇

専門基礎科目 3500401 会計基礎 I

・会計情報の意義を理解し、その理論的枠組みの基礎知識を修得している。
（ビジネスの基礎知識）◎
・複式簿記の原理に基づき、全般的な会計データを集約する技能を身につけ
ている。（専門性・課題発見解決能力）◎
・会計情報を利用しようとする意欲を有している。（情報の分析とマネジメント  ）
△

◎ ◎ △

専門基礎科目 3500402 会計基礎 II

・会計における理論的枠組みの基礎知識を修得し，会計データを会計情報に
加工する仕組みを理解している。（ビジネスの基礎知識）◎
・複式簿記の原理に基づき、基礎的な会計情報を作成することができる。（専
門性・課題発見解決能力）◎
・企業の財務内容に関心があり、会計情報を利用しようとする強い意欲を有し
ている。（専門性・課題発見解決能力  ）◎

◎ ◎ ◎

専門基礎科目 3500501 リーダーシップ開発入門演習 I

・ グループワークを通じた課題解決において、個々のリーダーシップの発揮が
重要であることと、リーダーシップの実践に最小三要素（１．目標共有　２．率先
垂範　３．相互支援）が必要であることを理解する。（幅広い教養）〇
・グループワークと課題解決において、自ら主体的に行動するための基本的な
コミュニケーションスキルを使えるようになる。（専門性・課題発見解決能力）◎
・グループワークと課題解決においてどのようなリーダーシップを発揮するかを
考え、メンバーに共有することができる。（リーダーシップ）◎
・グループワークと課題解決において、グループとしての成果を高めるために
自分ができることを他者に示すと同時に、他者の協力を仰ぐことができるように
なる。（情報の分析とマネジメント   ）◎

〇 ◎ ◎ ◎

専門基礎科目 3500502 リーダーシップ開発入門演習 II

・リーダーシップの発揮において、論理的思考や多様性を理解したコミュニケー
ションが必要であることを理解する。（幅広い教養） ○
・リーダーシップの発揮において、論理的思考と多様性を理解したコミュニケー
ションスキルを使えるようになる。（専門性・課題発見解決能力）◎
・前期リーダーシップ開発入門演習Ⅰのグループ活動プロセスを振り返り、そ
れぞれがどのようなリーダーシップを発揮しグループの成果にインパクトを与え
たのか、そして、その学びを今後の行動にどのよう活かすのかを考え、共有す
ることができる。（リーダーシップ）◎
・自分らしいリーダーシップの探究を通じて、グループ内や授業内における主
体的な学びと他者との協働によって成長することへの関心、意欲、態度が醸成
される。（情報の分析とマネジメント   ）◎

〇 ◎ ◎ ◎

専門基幹科目 3501102 経営基礎 II

・この授業で説明する経営学説の諸理論を経営学教育の基礎として修得して
いる。（ビジネスの基礎知識）◎
・経営学説で取り上げる文献を，現代の経営課題を解くツールとして活用する
ことができる。（専門性・課題発見解決能力） ○
・経営学説の諸理論を考察することにより，経営学の発展可能性を思考し，そ
れを表現することができる。（リーダーシップ）◎
・時代と共に変化するビジネス環境に関心を持ち，社会の変動が経営学にど
のような影響を与えてきたかについての学修意欲を有している。（専門性・課題
発見解決能力  ）○

◎ 〇 ◎

専門基幹科目 3501131 経営戦略論 I

・企業や組織が将来目標を達成できるか否かに関して、環境条件を分析する
能力を備え、目標達成手段としての基礎的な経営戦略理論を修得している。
（ビジネスの基礎知識）◎
・企業経営やビジネス上の問題について、経営戦略の主要理論を活用し分析
することができる。（専門性・課題発見解決能力）◎
・経営戦略の知識をもとに、経営者・管理者の立場にたって経営課題の解決方
法とその判断理由を論理的に表現することができる。（リーダーシップ）〇
・ケース・スタディーを通した企業活動の分析に興味・関心を有し、経営戦略の
考え方と応用方法について高い勉学意欲を有している。（専門性・課題発見解
決能力 ）◎

◎ ◎ 〇

専門基幹科目 3501151 経営組織論 I

・「組織」の概念や定義を理解している。（ビジネスの基礎知識）◎
・組織現象に関する抽象的説明を理解している。（ビジネスの基礎知識）◎
・抽象的に説明される組織現象を現実の事例に適用して検討することができ
る。（リーダーシップ）◎ ↓
・「組織」の概念や定義を理解している。（ビジネスの基礎知識）◎
・組織現象に関する抽象的説明を理解している。（ビジネスの基礎知識）◎
・抽象的に説明される組織現象を現実の事例に適用して検討することができ
る。（リーダーシップ）◎

◎ ◎

専門基幹科目 3501202 マーケティング基礎 II

・マーケティングの基礎的な概念や概念の関連性を修得している。（ビジネスの
基礎知識）◎
・マーケティングの知識や技能に基づき、企業の特徴や状況を思考した上で、
マーケティング活動を考察し、顧客の課題解決について表現できる。（専門性・
課題発見解決能力） ○
・マーケティングの基礎的な概念や概念の関連性の知識を活用して、適切に
ケース分析を行うことができる。（情報の分析とマネジメント  ）○
・マーケティングに関心があり、顧客の課題解決に関する活動について意欲を
有している（リーダーシップ） ○

◎ 〇 〇 〇

専門基幹科目 3501251 統計学基礎演習 I

・この授業で扱う記述統計と推測統計（推定・検定）の知識を修得している。（ビ
ジネスの基礎知識）◎
・推測統計の理論に照らして、実データで推定・検定を活用することができる。
（専門性・課題発見解決能力）◎
・統計の知識で社会現象を考察し、分析結果を効果的に表現できる。（リー
ダーシップ）〇
・データに基づいて判断するということについて意欲を有している。（情報の分
析とマネジメント）◎

◎ ◎ ◎ 〇

専門基幹科目 3501252 統計学基礎演習 II

・統計学の基礎、多変量解析の基礎的な知識を修得している。（ビジネスの基
礎知識）◎
・多変量解析の知識に基づき、実データでソフトを使いながら活用することがで
きる。（専門性・課題発見解決能力）◎
・統計の知識で社会現象を考察し、分析結果を効果的に表現できる。（リー
ダーシップ）〇
・世の中にあるデータを分析して、新しい知見を得る意欲を有している。（情報
の分析とマネジメント）◎

◎ ◎ ◎ 〇

専門基幹科目 3501241 消費者行動論 I

・この授業で紹介される消費者行動論の基礎的な概念や理論を理解している。
（ビジネスの基礎知識）◎
・消費者行動論の基礎的な概念や理論を使って問題を自分の頭で整理し，自
分のことばで他者に明確にその問題の本質を書いて，また話して伝えることが
できる。（情報の分析とマネジメント  ）〇

◎ 〇

専門基幹科目 3501242 消費者行動論 II

・この授業で紹介される消費者行動論の基礎的な概念や理論を理解している。
（ビジネスの基礎知識）◎
・消費者行動論の基礎的な概念や理論を使って問題を自分の頭で整理し，自
分のことばで他者に明確にその問題の本質を書いて，また話して伝えることが
できる。（情報の分析とマネジメント  ）〇

◎ 〇

専門基幹科目 3501334 金融入門

・金利やリスクとリターンの関係など、入門的な金融理論に関する理解をするこ
とができる（ビジネスの基礎知識）◎
・金融取引の基礎的な理解に加え、わが国の金融システムに関する基礎的な
知識を得ることができる。（情報の分析とマネジメント）◎
・貨幣や債券のみならず物価や為替レートの特徴を理解し、金融市場の動向
に関心を持ちその重要性について理解しようとする。（専門性・課題発見解決
能力 ）〇
・金融商品の特徴に関する理解をした上で、自身がそのリスクとリターンを考慮
に入れた選択や行動をとることができるようになる。（リーダーシップ）〇

◎ 〇 ◎ 〇

専門基幹科目 3501302 ミクロ経済学基礎 II

・この授業では、市場の失敗に関する様々な場合の知識を有している。（ビジネ
スの基礎知識）◎
・独占、外部性（外部経済・不経済）、情報の非対称性等の問題について分析
の技術を身に付ける。（専門性・課題発見解決能力）〇
・市場の失敗に関する知識や分析技能に基づいて、現実の経済におけるこれ
らの問題に対する政策的対応について考察したり、対策を策定して表現したり
することができる。（リーダーシップ）◎
・日本や世界の実際の経済問題について理解と対応について主として市場の
失敗の観点から検討する意欲を有する。（専門性・課題発見解決能力  ）△

◎ ◎ ◎

専門基幹科目 3501333 マクロ経済学基礎

・マクロ経済学の基礎概念である GDP、インフレーション、景気変動、経済成長
の概念について理解する。（ビジネスの基礎知識）◎
・貯蓄、投資、利子率の概念を理解する。（ビジネスの基礎知識）◎
・GDP決定の基本理論である所得支出アプローチを身につけ、様々な現実の
マクロ経済問題に応用することができる。（専門性・課題発見解決能力）◎
（リーダーシップ）〇

◎ ◎ 〇

専門基幹科目 3501401 財務会計 I

・財務会計の意義を理解し、その理論的枠組みに関する知識を修得している。
（ビジネスの基礎知識）◎
・財務会計の知識や複式簿記の技能に基づき、応用的な会計情報（特に B/S
情報）を作成することができる。（専門性・課題発見解決能力）◎
・企業の財務内容に関心があり、会計情報を利用しようとする意欲を有してい
る。（情報の分析とマネジメント  ）〇

◎ ◎ 〇

専門基幹科目 3501431 原価計算 I

・この授業で扱う原価計算の概念と基礎知識（費目別計算および部門別原価
計算）を修得している。（ビジネスの基礎知識）◎
・原価計算の理論に照らして、その手続きに沿って簡単な計算演習ができ、製
造原価報告書を準備することができる。（専門性・課題発見解決能力）◎
・原価計算の知識や技能に基づき工業簿記の背景を考察し、製造業の財務状
況について表現できる。（リーダーシップ）〇
・原価計算に関心があり、製造業上場企業の決算発表の理解について意欲を
有している。（情報の分析とマネジメント  ）〇

◎ ◎ 〇 〇

専門基幹科目 3501501 リーダーシップ開発基礎演習

・グループワークを通じた課題解決において、リーダーシップの実践のために
自分を客観的に理解する。（幅広い教養）〇
・グループワークと課題解決ならびにクラス内外において、自ら主体的に行動
するための多様なコミュニケーションスキルを使えるようになる。（ビジネスの基
礎知識）◎
・グループワークと課題解決ならびにクラス内外において、どのように自分らし
くリーダーシップを発揮するかを考え行動計画を立てる。また、それをグループ
メンバーならびに他者に共有することができる。（リーダーシップ）◎
・グループワークと課題解決ならびにクラス内外において、グループとしての成
果を高めるために自分ができることを他者に示し、他者の協力を仰ぐと共に、
他者支援を適切に行うことができるようになる。（専門性・課題発見解決能力  ）
◎

◎ ◎ ◎ ◎

専門発展科目 3502132 経営戦略論 II

・経営戦略についての理論と戦略を策定するためのツールを理解している。
（ビジネスの基礎知識）◎
・経営戦略を策定するための基本的なツールを用いることができる。（専門性・
課題発見解決能力）◎
・具体的な事例において戦略実行の結果を調べ、その成功要因や失敗要因を
分析し、説明できる。（リーダーシップ）〇
・実際のビジネスのなかで経営戦略のフレームワークがどのように使われてい
るかに関心を持ち、自ら「戦略」的に物事を考え、説明することができる。（情報
の分析とマネジメント）〇

◎ ◎ 〇 〇

専門発展科目 3502152 経営組織論 II

・授業内で紹介された用語、概念、理論等を理解している。（ビジネスの基礎知
識）◎
・組織について、過去・現在の実例に則して多面的に論じることができる。（リー
ダーシップ）◎
・組織と組織メンバーとの関係について、過去・現在の実例に則して多面的に
論じることができる。（リーダーシップ）◎
・日本の働く現場における組織と個人との今後のあり方について、自分なりの
理想型を定めることができる。（専門性・課題発見解決能力  ）○↓
・授業内で紹介された用語、概念、理論等を理解している。（ビジネスの基礎知
識）◎
・組織について、過去・現在の実例に則して多面的に論じることができる。（リー
ダーシップ）◎
・組織と組織メンバーとの関係について、過去・現在の実例に則して多面的に
論じることができる。（リーダーシップ）◎
・日本の働く現場における組織と個人との今後のあり方について、自分なりの
理想型を定めることができる。（リーダーシップ） ○

◎ 〇 ◎

専門発展科目 3502171 中小企業論

・中小企業の実態と課題ならびに中小企業経営の知識を修得している。（ビジ
ネスの基礎知識）〇
・経営学の理論を活用し、個別企業の強みや弱みを明らかにすることができる
（専門性・課題発見解決能力）◎
・経営学の知識や理論に基づき、中小企業経営者や管理者の立場にたって経
営判断を提示し、その理由を定性的、定量的側面から論理的に表現すること
ができる。（リーダーシップ）〇
・多様な中小企業（地場産業、社会的企業、起業活動、ベンチャー企業など）に
興味・関心を有し、大企業とは異なる中小企業の特質を学ぼうとする意欲を有
している。（情報の分析とマネジメント  ）◎

〇 ◎ ◎ 〇

専門発展科目 3502172 現代経営事情

・見聞した実務の現状に対してそれまで学修した経営学の理論・概念等を適用
して分析できる。（リーダーシップ）◎
・見聞した実務の現状を通して、経営学の既存の理論・概念等で説明できない
事実を指摘できる。（リーダーシップ）◎
・上記の分析内容や事実発見に関する知見を他者と共有することで、理解や
視点をさらに深めることができる。（専門性・課題発見解決能力）〇（リーダー
シップ）◎
・見聞した実務の現状を通して、卒業後のキャリアイメージをより深く検討でき
る。（専門性・課題発見解決能力  ）◎
・見聞した実務の現状に対してそれまで学修した経営学の理論・概念等を適用
して分析できる。（ビジネスの基礎知識）◎（情報の分析とマネジメント  ）◎
・見聞した実務の現状を通して、現在の社会に存在する問題点や対応策を指
摘できる。（リーダーシップ）◎
・上記の分析内容や事実発見に関する知見を他者と共有することで、理解や
視点をさらに深めることができる。（リーダーシップ） ○

◎ ◎ ◎
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専門発展科目 3502173 国際経営論

・この授業で取り上げる、国際経営の基礎理論およびソーシャル・マネジメント
という国際経営の新たな論点を知識として理解することができる。（ビジネスの
基礎知識）○
・国際経営を担う学生が、本授業を履修することで、主体的に国際的な経営課
題を理解し，経済的弱者を支援することができる。（専門性・課題発見解決能
力）○
・日本の長寿企業の経営思想を考察し、国際的なサスティナブル・マネジメント
の方策を具現化する思考を表現することができる。（リーダーシップ） ○
・国際的な課題に取り組む、グローバル企業の活動に関心を持ち、学生自らが
国際経営の主役として活動できる意欲を養うことができる。（専門性・課題発見
解決能力  ）◎

〇 ◎ 〇

専門発展科目 3502174 人的資源管理論

・日本で行われている人的資源管理について現状を理解している。（ビジネス
の基礎知識）◎
・今後の日本における人的資源管理の望むべきあり方について自分なりに論
じることができる。（リーダーシップ）◎
・日本で行われている人的資源管理について現状を理解している。（ビジネス
の基礎知識）◎
・人的資源管理の諸策について組織論の観点から検討できる。（情報の分析と
マネジメント  ）○
・今後の日本における人的資源管理の望むべきあり方について自分なりに論
じることができる。（リーダーシップ）◎

◎ ◎ 〇 ◎

専門発展科目 3502175 コーポレート・ガバナンス

・この授業で扱う受託者責任（フィデューシャリ・デューティー）の概念や法令遵
守（コンプライアンス）に関する知識を修得している。（ビジネスの基礎知識） ○
・会社の具体的な意思決定の合理性を判断する際に，経営判断原則の理論を
活用することができる。（専門性・課題発見解決能力）◎
・金融規制に関する知識に基づいて金融機関とその取締役等の法的責任の有
無を分析したり考察したりできる。（リーダーシップ） ○
・ビジネスのルールに関心があり、公平な制度・解釈を求めることについて意
欲を有している。（専門性・課題発見解決能力  ）〇

〇 ◎ 〇

専門発展科目 3502177 ビジネスと法A

・この授業で扱う商法の概念や有価証券の知識を修得している。（ビジネスの
基礎知識）◎
・有価証券法理に照らして、手形を巡る法的諸問題を解決することができる。
（専門性・課題発見解決能力）◎
・商法総則・商行為の知識に基づき、広く日常の経済活動を考察できる。（リー
ダーシップ）○
・ビジネスのルールに関心があり、公平な制度・解釈を求めることについて意
欲を有している。（専門性・課題発見解決能力  ）〇

◎ ◎ 〇

専門発展科目 3502178 ビジネスと法B

・この授業で扱う会社に関する法的概念や証券取引規制の知識を修得してい
る。（ビジネスの基礎知識）◎
・会社法・金融商品取引法を支える基礎理論を活用して，株主・投資者その他
の当事者間における適切な利害調整を図ることができる。（専門性・課題発見
解決能力）◎
・会社法や金融商品取引法の知識に基づいて，社会における企業の経済活動
の意味や証券市場の機能を考察し、分析することができる。（リーダーシップ） ○
・ビジネスのルールに関心があり、公平な制度・解釈を求めることについて意
欲を有している。（専門性・課題発見解決能力  ）〇

◎ ◎ 〇

専門発展科目 3502263 経営情報

・企業経営における ICT（Information and Communication Technology）活用
の実際と理論に関する基礎知識を修得している（ビジネスの基礎知識）◎
・経営の状況について、数値を用いてデータの全体像をとらえるデータモデリン
グや企業における業務を踏まえた業務とデータの関係、そして企業における
データ管理などを修得している（専門性・課題発見解決能力）◎
・組織の情報処理活動について、これまで培われてきた理論やモデルを理解
し、これを活用して現象を説明することができる（リーダーシップ） ○
・ICT（情報技術）環境において、組織がどのようにして有効な情報処理を行う
べきなのか、また実際に行っているのかについて深く検討する意欲を有してい
る。（情報の分析とマネジメント  ）○

◎ ◎ 〇 〇

専門発展科目 3502141 事業創造論

・事業創造と起業プロセスに関する知識を修得している。（ビジネスの基礎知
識）◎
・事業創出事例やスタートアップ事例に関して基本的なツールを用いて分析す
ることができる。（専門性・課題発見解決能力）◎
・具体的な事例を比較・分析した上で事業創造の成功要因、失敗要因を説明
することできる。（リーダーシップ） ○
・社会的課題等を題材に自ら新事業の案を提示するなど事業創造への関心と
意欲を有している。（専門性・課題発見解決能力  ）○

◎ ◎ 〇

専門発展科目 3502142 ビジネスモデル論

・ビジネスモデルの概念とフレームワークを理解している。（ビジネスの基礎知
識）◎
・代表的企業のビジネスモデルを説明することができる。（専門性・課題発見解
決能力）◎
・具体的な企業事例を対象に、そのビジネスモデルを分析し特徴を明示するこ
とができる（リーダーシップ）◎
・ビジネス社会において次々と生まれているビジネスモデルに関心を持ち、そ
れを理解しようという意欲を有している。（情報の分析とマネジメント  ）○

◎ ◎ 〇 ◎

専門発展科目 3502143 経営学特論

・アートマネジメントに関する専門的知識を修得し、アート現場の実態を理解し
ている。（ビジネスの基礎知識）〇
・経営学の理論を活用し、意思決定することができる。（専門性・課題発見解決
能力）◎
・経営学の知識や理論に基づき、芸術・文化事業の経営者・経営管理者の立
場から経営判断を提示し、その理由を論理的に説明することができる。（リー
ダーシップ）◎
・多様な芸術・文化に興味・関心を有し、アート分野ならではのマネジメントを学
ぼうとする意欲を有している。（情報の分析とマネジメント  ）◎

〇 ◎ ◎ ◎

専門発展科目 3502179 金融機関の経営と法

・銀行、証券、保険、信託等の金融業に関する基礎的な知識を習得している。
（ビジネスの基礎知識）〇
・金融規制に関する知識に基づいて金融機関とその取締役等の法的責任の有
無を分析したり考察したりできる。（リーダーシップ） ○
・国際的な金融規制の動向にも興味と関心を持ち、主体的に学ぼうとする意欲
がある。（専門性・課題発見解決能力  ）

〇 〇 〇

専門発展科目 3502252 現代マーケティング事情

・マーケティングの基礎を基盤としながら、実際のマーケティング事例について
理解している。（ビジネスの基礎知識）〇
・身に着けた知識を他のマーケティング事例に主体的に応用しようとする意欲
と能力を有している（リーダーシップ）◎
・実際のマーケティング事例を理解することで、現実のビジネス世界での応用
について判断できる。（情報の分析とマネジメント  ）〇
・身に着けた知識に基づいて、自らの考えや意見を提示し他者（ゲストや他学
生）と議論できる。（専門性・課題発見解決能力）〇

〇 〇 〇 ◎

専門発展科目 3502253 マーケティング・リサーチ

・マーケティング・リサーチの一連のプロセスの考え方や方法を理解している。
（ビジネスの基礎知識） ○
・身に着けた知識や方法・スキルを実際のマーケティング課題の発見や解決に
応用しようとする意欲と能力を有している（リーダーシップ）〇
・マーケティング課題の発見や解決に必要となる定性・定量情報の分析スキル
や方法が身についている。（情報の分析とマネジメント  ）◎
・身に着けた知識や方法・スキルを他者と協働しながらマーケティング課題の
発見や解決に発揮することができる。（専門性・課題発見解決能力）〇

〇 〇 ◎ 〇

専門発展科目 3502254 マーケティング・コミュニケーション

・マーケティング・コミュニケーションの概念やその計画プロセスの考え方や理
論を修得している。（ビジネスの基礎知識） ○
・身に着けた理論や考え方を実際のマーケティング・コミュニケーション計画に
応用しようとする意欲と能力を有している（専門性・課題発見解決能力）◎
・マーケティング・コミュニケーション計画に必要となる考え方や理論が身につ
いている。（情報の分析とマネジメント  ）〇
・身に着けた考え方や理論を他者と協働しながらコミュニケーション計画に発揮
することができる。（リーダーシップ）◎

〇 ◎ 〇 ◎

専門発展科目 3502255 ビジネスとプログラミング

・この授業で扱うプログラミングの基礎とデータ分析の知識を修得している。
（幅広い教養）◎
・簡単なビジネスの分析課題について、プログラミングを実装することができ
る。（専門性・課題発見解決能力）◎
・自ら興味のあるビジネスに関する問題に応用し、実装できる。（リーダーシッ
プ）〇
・プログラミングをビジネスへ応用するという意欲がある。（情報の分析とマネジ
メント ）〇

◎ ◎ 〇 〇

専門発展科目 3502261 データサイエンスと人工知能

・この授業で扱うプログラミングや統計・機械学習の知識を修得している。（ビジ
ネスの基礎知識）◎
・インターネットなどの多様なデータなどを収集し、分析することができる。（専
門性・課題発見解決能力）◎
・多様なデータをどう分析をすればいいかという判断ができる。（リーダーシッ
プ）〇
・情報社会のなかでデータから新しい知識を獲得する意欲がある。（情報の分
析とマネジメント  ）◎

◎ ◎ ◎ 〇

専門発展科目 3502180 流通論Ⅰ

・この授業で扱うマーケティングや経営分野の基礎的な知識を理解し、その上
で流通に関し多角的に知識を連携させている。（ビジネスの基礎知識）◎
・マーケティング分野の基礎的な技能を理解し、主体的活用の努力姿勢を獲得
するとともに、異なる立場を理解し協調する為の分析をすることができるように
なる。（情報の分析とマネジメント  ）〇
・流通における諸課題を分析するために、基礎的な知識・技能を活かして論理
的に検討し、その過程や結果を簡潔に表現することができる。（専門性・課題発
見解決能力）◎
・身に付けた知識、技能、思考力・判断力・表現力を、与えられた未解決の検
討課題の検討と解決で活用する為の能力と意欲を有する。（リーダーシップ）◎

◎ ◎ 〇 ◎

専門発展科目 3502181 流通論 II

・この授業で扱うマーケティングや経営分野の理論的な知識を修得し、その上
で流通に関し多面的かつ将来的な展望を含めた知識を構造的に理解し深めて
いる。（ビジネスの基礎知識）◎
・マーケティング分野の基礎的な技能を活用し、自ら主体的に実践するととも
に、異なる立場を理解して尊重しながら相互調整を図り協働する為の分析をす
ることができる。（情報の分析とマネジメント  ）〇
・流通における諸課題を解決するために、基礎的な知識・技能を活かして理論
的かつ実践的に考察し、その過程や結果について説得力を持って表現するこ
とができる。（リーダーシップ）◎
・身に付けた知識、技能、思考力・判断力・表現力を、ビジネスの世界やその関
連領域で発揮することに高い能力と強い関心と意欲を有する。（専門性・課題
発見解決能力）◎

◎ ◎ 〇 ◎

専門発展科目 3502257 ブランド・マネジメント

・ブランド・マネジメントの基礎的な概念や理論を理解している。（ビジネスの基
礎知識）○
・身に着けた概念や理論を実際のブランド・マネジメントに応用しようとする意
欲と能力を有している（専門性・課題発見解決能力）◎
・ブランド・マネジメント課題の解決に必要となる概念や理論が身についてい
る。（情報の分析とマネジメント  ）◎
・身に着けた概念や理論を他者と協働しながらブランド・マネジメント課題に発
揮することができる。（リーダーシップ）〇

〇 ◎ ◎ 〇

専門発展科目 3502258 商品開発

・商品開発の一連のプロセスの考え方や方法・スキルを理解している。（ビジネ
スの基礎知識）○
・身に着けた考え方や方法・スキルを実際の商品開発に応用しようとする意欲
と能力を有している（専門性・課題発見解決能力）〇
・商品開発に必要となる定性・定量情報の分析スキルや方法が身についてい
る。（情報の分析とマネジメント  ）〇
・身に着けた知識や方法・スキルを他者と協働しながら商品開発の実践で発揮
することができる。（リーダーシップ）◎

〇 〇 〇 ◎

専門発展科目 3502262 社会調査法

・企業経営や経営現象を対象とした学術研究を行うためのリサーチ・デザイン
や調査技法について習得・理解している。（ビジネスの基礎知識）◎
・問い（リサーチ・クエスチョン）の立て方、演繹法・帰納法、理論・概念、因果関
係、サンプリング、測定といったリサーチデザインの基礎を，実践的な訓練を交
えて身につけている。（情報の分析とマネジメント  ）◎
・主要な調査技法（サーベイ、フィールドワーク、実験など）を学ぶことにより、経
営現象から研究課題を設定する力や調査技法を適切に用いて分析する力が
身についている。（リーダーシップ）◎

◎ ◎ ◎

専門発展科目 3502260 マーケティング特論

・選択されたマーケティングを学習するための基礎的な理論を習得している。
（ビジネスの基礎知識） ○
・この分野の基礎的な理論を理解している（専門性・課題発見解決能力）◎
・この分野に関心を持ち、習得した理論を用いてケース分析を行うことができ
る。（情報の分析とマネジメント  ）◎

〇 ◎ ◎

専門発展科目 3502259 サービス・マーケティング

・サービス・マーケティングの基礎的な理論を修得している。（ビジネスの基礎
知識）◎
・サービス・マーケティングの基礎的な理論に基づいて、ケース分析を行うこと
ができる。（情報の分析とマネジメント  ）〇
・企業のサービス経営活動を考察したり、顧客の課題解決について表現でき
る。（専門性・課題発見解決能力） ○
・サービス業のみならずサービスを中心とした経営に取り組むあらゆる企業の
サービス・マーケティングに関心を持っている（リーダーシップ）〇

◎ 〇 〇 〇

専門発展科目 3502301 金融論

・現実の経済取引の背後で金融がどのように関わっているかについての理解
と金融制度についての知識を得ることができる。（ビジネスの基礎知識）〇
・金融取引に必要な技能やテクノロジーを活用して、将来の行動や生活等に積
極的に導入することができる。（専門性・課題発見解決能力）〇
・金融市場の意義と危険性についての理解を通じて、リスクのある取引や詐欺
的な取引を選別する判断ができる。（リーダーシップ）◎
・金融の技術が技術革新や新しいビジネスに直結することに関心を持ち、その
知識を現実に役立てることに意欲を感じる。（情報の分析とマネジメント  ）△

〇 〇 △ ◎

専門発展科目 3502309 国際経済学

・国際貿易に関する理論の基本的な知識を有している。（ビジネスの基礎知
識）〇
・必要な理論的基礎を理解した後，実証分析の手法を応用して，国際経済学
の分析技術を身に付ける。（専門性・課題発見解決能力）◎
・国際貿易の理論と実証分析を活用して，現実の国際的な経済問題について
考察を深め，自らの考えをまとめて意見を表明できるようになる。（リーダーシッ
プ）〇
・グローバル化が進む今日の社会経済問題の本質を主体的に理解し，分析・
活用した意思決定に生かす。（専門性・課題発見解決能力  ）◎
・現代の国際金融の諸問題に関心を持ち、問題解決に関する自身の考えを述
べることができる（リーダーシップ）◎

〇 ◎ ◎

専門発展科目 3502307 公共経済学

・政府や自治体といった公共セクターがどのような活動をしているかについて
の知識を修得したうえで、私たちの生活とどのように関連しているかについて
理解する。（ビジネスの基礎知識）◎
・厚生経済学や情報の経済学を用いて、政府が効率的な資源配分や公平な所
得分配を実現するうえで、必要な存在であることを批判的に議論できる。（リー
ダーシップ）○
・ミクロ経済学の基礎理論を用いて、政府の経済活動を分析することができる。
（情報の分析とマネジメント  ）◎
・課税制度に関心を持ち、それらについて望ましいあり方を考えることができ
る。（リーダーシップ） ○
・財政政策のマクロ経済効果に関する知識を修得し、財政政策に対する自身
の考えを述べることができる（専門性・課題発見解決能力）◎

◎ ◎ ◎ 〇
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専門発展科目 3502306 現代金融・会計事情

・現代の金融・会計が企業経営に与える影響や社会的に果たしている基本的
な役割を理解している。（ビジネスの基礎知識）〇
・ファイナンスと会計の知識を活用して、低金利の環境が、銀行の財務状況に
与える影響を把握できる（専門性・課題発見解決能力）△
・企業が直面する様々な金融面の課題や企業行動について、その背景を理論
的に考察し、表現することができる。（リーダーシップ）◎
・現代のビジネスを取り巻く金融・経済環境や、それらを踏まえた企業行動の理
解に意欲を有している。（情報の分析とマネジメント  ）◎

〇 △ ◎ ◎

専門発展科目 3502308 マクロ経済学

・財政政策のマクロ経済効果に関する知識を修得し、財政政策に対する自身
の考えを述べることができる。（ビジネスの基礎知識）◎
・金融政策がマクロ経済に及ぼす影響を理解するとともに、現在の日本でこれ
らの政策がどのように実行されているか、どんな問題を抱えているかについて
関心を持つ。（専門性・課題発見解決能力  ）◎
・世界経済を悩ましてきたインフレ・デフレ、金融危機について関心を持ち、将
来のキャリアとの関連についても想像してみる。（専門性・課題発見解決能力  ）
◎
・公債の負担や財政の持続可能性についての知識を修得し、高齢化が進行す
る日本経済の様々な問題解決に対する自身の考えを述べることができる（リー
ダーシップ）◎

◎ ◎ ◎

専門発展科目 3502310 フードシステムの経済学

・現代のフードシステムの構造に関する基礎知識を習得している。（ビジネスの
基礎知識）◎
・世界の食料問題や、身の回りの食料消費の課題などについて、広く関心を持
つことができる。（専門性・課題発見解決能力）◎
・ミクロ経済学を中心とした経済学の知識を、フードシステムの問題の分析に適
用することができる。（情報の分析とマネジメント  ）〇
・日本と世界の望ましい食のあり方について、経済学的な観点から、自分の意
見を持つことができる。（リーダーシップ）◎

◎ ◎ 〇 ◎

専門発展科目 3502311 経済学特論

・現代の産業構造に関する基礎知識を有している。（ビジネスの基礎知識）〇
・ミクロ経済学を中心とした経済学を理解し、それを用いて現実の産業組織の
問題を理解することができる。（リーダーシップ）◎
・競争政策、知的所有権保護等の経済政策に関心を持ち、基礎理論を用いて
議論することができる。（専門性・課題発見解決能力）◎

〇 ◎ ◎

専門発展科目 3502401 会計演習A

・現代企業にとって特に重要な会計上の論点について、会計基準の考え方か
ら導き出される適切な会計処理を理解している（ビジネスの基礎知識）◎
・財務会計の基本的な知識を活用して、企業の特性を把握するための財務分
析を行うことができる（専門性・課題発見解決能力）◎
・会計とファイナンスの知識を組み合わせて、対象となる取引の経済的な意味
を考察できる（リーダーシップ）〇
・企業実務における具体的な選択や行動が、会計情報としてどのように表現さ
れるかについて関心をもっている（情報の分析とマネジメント  ）〇

◎ ◎ 〇 〇

専門発展科目 3502402 会計演習B

・この授業で扱う原価計算・管理会計の概念と基礎知識を修得している。（ビジ
ネスの基礎知識）◎
・原価計算・管理会計の理論に照らして、その手続きに沿って簡単な計算演習
ができ、製造原価報告書・経営管理資料を準備することができる。（専門性・課
題発見解決能力）◎
・原価計算・管理会計の知識や技能に基づき原価計算・経営管理の背景を考
察し、財務状況について表現できる。（リーダーシップ）〇
・原価計算・管理会計に関心があり、経営管理者に役立つ情報を提供する原
価計算・管理会計の理解について意欲を有している。（情報の分析とマネジメ
ント）〇

◎ ◎ 〇 〇

専門発展科目 3502431 管理会計 I

・この授業で扱う管理会計の概念と基礎知識（ CVP分析、原価分解、直接原価
計算、予算管理、事業部制会計など）を修得している。（ビジネスの基礎知識）
◎
・管理会計の理論に照らして、その手続きに沿って簡単な計算演習ができ、経
営管理資料を準備することができる。（専門性・課題発見解決能力）◎
・管理会計の知識や技能に基づき経営管理の背景を考察し、財務状況につい
て表現できる。（リーダーシップ）〇
・管理会計に関心があり、経営管理者に役立つ情報を提供する管理会計の理
解について意欲を有している。（情報の分析とマネジメント  ）〇

◎ ◎ 〇 〇

専門発展科目 3502432 管理会計 II

・この授業で扱う管理会計の概念と基礎知識（業務的意思決定、設備投資意
思決定、活動基準原価計算など）を修得している。（ビジネスの基礎知識）◎
・管理会計の理論に照らして、その手続きに沿って簡単な計算演習ができ、経
営管理資料を準備することができ、また既存の経営管理資料の分析・理解が
できる。（専門性・課題発見解決能力）◎
・管理会計の知識や技能に基づき経営管理の背景を考察し、財務状況につい
て表現でき、その企業の特徴の把握ができる。（リーダーシップ）〇
・管理会計に関心があり、経営管理者に役立つ情報を提供する管理会計を意
欲的に分析・検討する。（情報の分析とマネジメント  ）〇

〇 ◎ 〇 〇

専門発展科目 3502451 ファイナンス

・ファイナンスの基本的な理論および概念を理解している（ビジネスの基礎知
識）〇
・利子率とキャッシュフローのパターンに応じて、割引現在価値を計算できる
（専門性・課題発見解決能力）〇
・企業の資金調達や投資の意思決定プロセスにおいて、ファイナンス理論が具
体的にどのように応用されているかを考察し、他者に説明ができる（リーダー
シップ）◎
・身の周りの金融商品や金融機関が提供するサービス等について、どのような
リスクがあり、どのようなリターンやメリットが得られるのか関心をもっている（情
報の分析とマネジメント   ）◎

〇 〇 ◎ ◎

専門発展科目 3502453 監査論

・三様監査の意義を理解し、その理論的枠組みに関する知識を修得している。
（ビジネスの基礎知識）〇
・三様監査の知識にもとづき、開示される監査報告書の内容を平易な表現で
説明でき、監査意見に対する適切な判断ができる。（リーダーシップ）◎
・新聞等の不祥事記事（特に会計不祥事）に関心を持ち、その背景を洞察する
意欲を有している。（専門性・課題発見解決能力  ）〇

〇 〇 ◎

専門発展科目 3502455 財務会計Ⅱ

・財務会計の意義を理解し、その理論的枠組みに関する知識を十分に修得し
ている。（ビジネスの基礎知識）◎
・財務会計の知識や複式簿記の技能に基づき、応用的な会計情報（特に P/L情
報や連結財務情報）の作成や会計情報の分析が行える。（専門性・課題発見
解決能力）◎
・企業の財務内容に関心があり、会計情報を利用しようとする強い意欲を有し
ている。（情報の分析とマネジメント  ）◎

◎ ◎ ◎

専門発展科目 3502456 原価計算Ⅱ

・この授業で扱う原価計算の概念と基礎知識（製造間接費の配賦、個別原価
計算、総合原価計算および標準原価計算）を修得している。（ビジネスの基礎
知識）◎
・原価計算の理論の理解を基礎にして、その手続きに沿って計算演習ができ、
製造原価報告書を準備することができ、また既存の製造原価報告書の分析・
理解ができる。（専門性・課題発見解決能力）◎
・原価計算の知識や技能に基づき工業簿記の背景を考察し、製造業の財務状
況について表現でき、その企業の特徴の把握ができる。（リーダーシップ）〇
・原価計算に関心があり、製造業上場企業の決算発表を意欲的に分析・検討
する。（情報の分析とマネジメント  ）〇

◎ ◎ 〇 〇

専門発展科目 3502502 リーダーシップ開発応用演習

・より高度なリーダーシップの発揮を視野に、自己理解の深化と多様な他者を
理解し受容することの必要性を理解する。（幅広い教養）〇
・自分らしいリーダーシップの発揮に必要な様々な論理思考やコミュニケーショ
ン、合意形成、コンフリクトマネジメントのスキルを適切に使えるようになる。（専
門性・課題発見解決能力）〇
・チームのアウトプットを最大化するためにはどのように困難を乗り越えるか、
どのようなリーダーシップを発揮しチームの成果に貢献できるかを考え、共有
することができる。（リーダーシップ）◎
・自分らしいリーダーシップの探究を踏まえて、クラス内における主体的な学び
と成長を生み出すことへの関心を高め、メンバーの参画意欲と学習態度を高
める支援行動を起こせるようになる。（専門性・課題発見解決能力  ）◎

〇 ◎ ◎

専門発展科目 3502533 ファシリテーション入門演習

・ファシリテーションとは何か、入門的な理解をしている。（幅広い教養）〇
・ファシリテーションに必要な基礎的なスキルを身につけている。（専門性・課題
発見解決能力）〇
・ファシリテーターに必要な心構えを理解している。（リーダーシップ）◎
・ファシリテータ―として他者と積極的に関わる意欲がある。（専門性・課題発
見解決能力  ）◎

〇 ◎ ◎

専門発展科目 3502531 ファシリテーション基礎演習A

・ファシリテーションとは何か理解をしている。（幅広い教養）〇
・ファシリテーションに必要なスキルを身につけ、発揮することができる。（専門
性・課題発見解決能力）〇
・ファシリテーターに必要な心構えを理解し表現することができる。（リーダー
シップ）◎
・ファシリテータ―として他者と積極的に関わることができる。（専門性・課題発
見解決能力  ）◎

〇 ◎ ◎

専門発展科目 3502532 ファシリテーション基礎演習B

・ファシリテーションとは何か理解し、説明することができる。（幅広い教養）〇
・会議の事前時と事後を含めたプロセスの全体設計を行うことができる。（専門
性・課題発見解決能力）〇
・話し合いの目的を明確にするための適切な表現ができ、事前準備及び事後
フォローの留意点を示すことができる。（リーダーシップ）◎
・ファシリテーターとして他者と積極的に関わりながら、問題解決に向けた支援
ができる。（専門性・課題発見解決能力  ）◎

〇 ◎ ◎

専門発展科目 3502551 チームコーチング基礎演習A

・コーチングとは何か理解をしている。（幅広い教養）〇
・基礎的なコーチングスキルを身につけ、グループワークの中で適切に発揮す
ることができる。（専門性・課題発見解決能力）〇
・チームの環境を整えるために役割に応じた適切な状況説明や発問ができる。
（リーダーシップ）◎
・他者の主体性を引き出し、責任をもって最後までやり遂げる支援ができる。
（専門性・課題発見解決能力  ）◎

〇 ◎ ◎

専門発展科目 3502552 チームコーチング基礎演習B

・コーチングとは何か理解し、説明することができる。（幅広い教養）〇
・ビジネスの現場を想定した場において、他者との関係性を踏まえ、個性を尊
重しながら、個性を発揮できるコーチングができる。（専門性・課題発見解決能
力）〇
・質問技法を用いた適切な表現により、他者の個性を引き出すことができる。
（リーダーシップ）◎
・適切なコーチングを用いながら、チームを引っ張り、チームを支え、導くことに
強い意欲をもつ。（専門性・課題発見解決能力  ）◎

〇 ◎ ◎

専門発展科目 3503001 3年ゼミナール

・グループ学修を通じて、研究課題の設定や研究レポートの作成に必要となる
知識を修得している。（幅広い教養）◎
・グループ学修を通じて、必要となる技能を学修し、活用できるようになる。（専
門性・課題発見解決能力）◎
・文献講読、統計資料や財務資料等の読解・分析を行い、その内容・結果を適
切に表現できるようになる。（リーダーシップ）◎
・ゼミ活動全般について他者と協働しながら建設的な意見交換を行い、課題解
決しようとする意欲を持つことができるようになる。（情報の分析とマネジメント  
）◎

◎ ◎ ◎ ◎

専門発展科目 3503031 4年ゼミナール

・グループ学修を通じて、研究課題の分析、研究計画書の作成、データの収集
・分析に必要となる知識を修得している。（ビジネスの基礎知識）◎
・グループ学修を通じて、必要となる専門的な技能を学修し、その活用につい
て3年次よりも高いレベルで行うことができる。（専門性・課題発見解決能力）◎
・他者とのコミュニケーションを通じて、課題を発見し、文献調査、分析等を行い
ながら、論理的に自らの考えを表現できるようになる。（リーダーシップ）◎
・ゼミ活動全般について他者と協働しながら建設的な意見交換を行い、課題解
決しようとする意欲を 3年次より高いレベルで持つことができるようになる。（情
報の分析とマネジメント  ）◎

◎ ◎ ◎ ◎

専門発展科目 3503051 卒業論文

・卒業論文の執筆・準備を通じて、研究課題に関わる必要充分な知識を理解で
きるようになる。（情報の分析とマネジメント）◎
・卒業論文の執筆を通じて、研究課題に関わる必要充分な技能の学修やその
活用を行うことができる。（専門性・課題発見解決能力）◎
・論理的に物事を捉えつつ、自らの考えを的確に表現できるようになる。（リー
ダーシップ）◎
・卒業論文作成における調査・議論・執筆の各段階において手順や頻度を落と
すことなく着実に研究活動を遂行し、 4年間で学修した諸能力を現実のビジネ
スの場で活かす意欲を示すことができる。（情報の分析とマネジメント）◎

◎ ◎ ◎ ◎


